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〔Abstract〕

Thepurposeof血spaperistodescribethedevelopmentofaCerdfiedNurseAdministrator(CNA)

second-leveltrainingcurriculum,adoptingtheproblem-basedleaming(PBL)strategy;theimplementadonof

PBLinthiscotme;andfurtherexploradonofanypomtsforimprovement･

ThecurriculumwasdevelopedonthebasisoftheCNASystemRulesofJapaneseNursingAssociadonand

dieCNATrainingStandardsCurriculum ,aswellastheeducadonalphlosophypropoundedbySt･Luke

ConegeofNursmg,whichfocusoneachstudent-sself-development･Weconsideredthreemanagement

abihdesthatHersheyandothersindicatedasanursingadLninistrator.sbasicabihdes･Furdler,WeadoptedPBL

asthecoreofthecurriculum becauseitisthoughttobethemosteffecdvelearnmgmethodforanurse

administratorwhoisactuanypractlCmgnurSmgmanagement･

Twenty一血lePardcipants(averageage44･6years,one-halformorewerenursemanagersandhaddiplomas)

pardclpatedin smallgroupsessionsof3hours,11血 esin thenine-Weekcourse,andusedcasesoftheir

nurslngmanagementexperienceaslearningmaterialforthePBL･

CourseevaluadonrevealedthatanthepartlClpan tSWereSatisfiedwidldieCOu指e･Further,mostpardclpantS

respondedthatPBLwasslgnl丘Cantandsuitabletotheirlearnng･TheybelievedthattheirlogiCal thinking

abilides,personalreladonships,andwritmghadimprovedthrough theuseofPBL However,from the

facilitatormeenngrecordsconectedaftereachsessionandattheendofthecourse,itwasindicatedthat

methodologicalimprovementisneededforpardcIPantSdeveloptheircapabilidesofgraspmgofthe

circumstancesandconceptuali2=adon･

〔Keywords〕 condnuingnursingeducathn,nursingmanagement,Cerd鮎 dNurseAdrninistratorsecond-level

tralnlngprogram,Problem-BasedLearr-g,nursmgmanagementabilides
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〔要 旨〕

本稿の目的は,problem-BasedLeaming(以下,PBL)を取 り入れた認定看護管理者セカンドレベル講習

カリキュラム開発とpBLの実施過程及び今後の課題について記述することである｡

カリキュラム開発方法 :日本看護協会認定看護管理者制度規則及び基準カリキュラムに準拠し,学生の

自己育成力の開発を重視する聖路加看護大学の教育理念を反映させた｡またHersheyとBlanchardらの示し

た3つの管理能力を看護管理者の基礎的能力と位置づけ,看護管理実践者にとって効果的な教育方法を検

討し,最終的にpBLを軸とするカリキュラムを開発した｡

plnの実施過程 :29人の受講生 (平均年齢44.6歳,半数強が専修学校卒,看護師長職)が,延べ9週間

の講習に参加し,5つの小グループに分かれ合計 11回のPIlLを行った｡受講生が抱える看護管理上の課題

を学習素材として使用した｡講習終了時の評価では,受講生全点が講習に満足し,ほとんどがpBLは有意

義で,学習方法として適切と答えた｡また自身の論理的思考力,対人関係能力,記述能力についても向上

したと答えた｡

今後の課題として,毎回のセッション終了後および講習終了後のグループ担当者ミーティング記録から

概念化能力,状況の僻轍力育成のための学習支援方法改善の必要性が明らかになった｡

〔キーワーズ〕看護継続教育,認定看護管理者,セカンドレベル教育,problem-BasedLeaming,

看護管理能力

Ⅰ.はじめに

看護を取り巻く社会情勢は大きく変化している｡看護

サービスを組織的に効果的に提供できるとともに,社会

の変化を読み人々の福祉の向上のために自ら変革を推進

していくことのできる看護管理者の育成は,わが国の喫

緊の課題である｡

日本看護協会認定看護管理者制度は,看護管理者の資

質向上を目的として1993年に発足した｡認定看護管理

者とは,日本看護協会の認定審査に合格し,管理者とし

て優れた資質を持ち,創造的に組織を発展させることが

できる能力を有すると認められた者をいう1)｡認定看護

管理者教育は日本看護協会によって認定された教育機関

において,ファース トレベル,セカンドレベル,サード

レベルの.段階別に教育が行われている｡

本学は,2004年度から看護実践開発研究センター

(以下,研究センター)事業としてファース トレベル講

習を開始し,2008年度までに合計403名の修了生を輩

出してきた｡質の高い授業,図書やITなどの学習環境,

個別指導の実施といった教育的な側面と共に,受講者を

｢顧客｣として位置づけた講習運営そのものも高い評価

を受けている2)3)｡セカンドレベル講習については,2008

年 6月から開講準備を行い,同年 12月に日本看護協会

より教育機関認定を受けた｡第 1回講習は,2009年 8

月から9月までの延べ 9週間,全 33日間の夏季集中型

として開講した｡

認定看護管理者セカンドレベル講習の開設にあたり,

従来の講義偏重から受講生が設定した問題を解決するた

めの方法としてPIOblem-BasedLea血1g(以下,PBL)を

講習の軸として位置づけたカリキュラムを開発した｡

pBLは1990年代からわが国の看護基礎教育において広

く採用されてきている教授学習方法であるが,看護管理

者教育に用いた報告は見当たらない｡本稿の目的は,

pBLを取 り入れた研究センター認定看護管理者セカン

ドレベル講習カリキュラム (以下,本学諦習カリキュラ

ム)開発の概要,pBLの実施過程 と今後の課題につい

て記述することである｡

Ⅰ.本学講習カリキュラム開発の方法

認定看護管理者制度教育機関は,日本看護協会認定看

護管理者制度の目的に沿った理念と目標を掲げ,認定看

護管理者制度カリキュラム基準 (以下,カリキュラム基

準)4)に基づき教育を実施することが求められる5)｡セカ

ンドレベルでは,｢医療政策論｣｢看護組織論｣｢人的資

源活用論｣,および ｢情報テクノロジー｣の4教科目を

180時間で学習する｡

本学講習カリキュラムの開発プロセスは以下の通りで

ある｡

(1)教育理念 ･目的の検討 :学生の自己育成力の開発を

重視する聖路加看護大学の教育理念を反映させた｡さら

にHersheyとBlanchardら6)によって示された管理に必要

な能力,即ち専門的能力,対人的能力,及び概念化能力

を看護管理者の基礎的能力と位置づけた｡また看護管理

実践者にとって効果的な学習方法について検討し明文化

した｡

(2)教科日ごとの学習目標と内容 ･方法の検討 :カリキュ

ラム基準に準拠しつつ,学習目標と内容 ･方法について
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表1 聖路加看護大学看護実践開発研究センター認定看護管理者セカンドレベル講習

教育理念と教育日的

教育理念
本教育機関は,

として成長するこ
看護を学ぶ人々が各人に賦与された資質を発展させ,豊かな知性と感性をともに追求して看護専門職者
と,そして看護を通して公共の福祉を推進し社会に寄与することをめざす聖路加看護大学の教育理念に

基づき開講するものである｡
本教育機関は,学習者が保健 ･医療 ･福祉分野の看護管理者として質の高い看護を組織的に提供するために必要な基礎

的能力を開発することを教育の目的とする｡基礎的能力とは看護マネジメントの専門的能力.対人能力.概念化能力をい
う｡看護管理実践における現場の問題を取り上げ.それを発展させることを通して.学習者が看護管理者としての基盤を
自ら築くことを大切にし,それが実現できるよう支援する｡

教育日的
1.第一線監督者または中間管理者に求められる基本的責務を遂行するために,必要な知識 ･技術 ･態度を習得する.
2.施設の理念ならびに看護部門の理念との整合性をはかりながら.担当部署の目標を設定し.その達成を目指したマネ

ジメント能力を習得し発展させる｡
3.看護管理実践上の課題を多角的視点で捉え,看護管理者の基盤となる主体的な態度を養い.論理的 ･倫理的思考力,

対人関係能力.記述能力及び発表能力の向上を目指す｡

①看護管理者としての成長の基礎となる内容,②第一線

での看護管理者に有用な内容,③学習の効果性と効率性,

④学習者にとっての理解しやすさの4つの観点から整理

し構造化した｡

Ⅱ.本学講習カリキュラム

教育機関の教育理念は,受講生が講習参加を通して潜

在的な自分の資質を啓き発展させ,看護管理者として成

長するための基盤を築くこと,さらに看護管理実践現場

の問題に基づく学習者主導の学習方法を用いることとし

た｡また看護管理者に必要とされる能力を検討し,カリ

キュラム基準にある教育目的2項目に次の5つの能力向

上についての1項目を加え3項目とした｡①看護管理実

践上の課題を捉える多角的視点,②主体的態度,(参論理

的 ･倫理的思考力,④対人関係能力,および⑤記述･発

表能力 (表 1)0

本学講習カリキュラムの独自な点は以下の5つである｡

①各教科目の ｢ねらい｣に付したタイトル,(∋学習内容

を的確に表す ｢単元｣の表記,③ ｢単元の内容｣の重複

を整理,④アカデミックスキルを含む ｢情報テクノロジー｣

を4教科 目の一番目に布置,そして⑤PBLを中心軸に

据えたカリキュラム (表2)0

Ⅳ.本学セカンドレベル講習におけるPBL

1.PBLの特徴と看護管理教育への採用理由

McMaster大学におけるpBLは,｢問題に基づく学習｣

と訳され,成人学習理論に基づく学習方法論であり,問

題解決型学習,小グループ学習,そして学習者主導型学

習の 3つの特徴を持つ7)｡長所は新 しい知識 と既有の

知識との統合,記憶の長期保存,問題解決能力の獲得と

いった認知面とともに,学習-の動機づけ,自信の向上,

グループメンバー間の信頼形成が行われる点である｡-

方短所として,負担感や学習-の不安,学習に要する時

間が長い,学習者による学習深度の差などがあげられて

いる7)｡

セカンドレベルの受講生は,現役の看護管理者で,香

護管理経験を豊富に有し,日々の実践の中で課題を抱え

ている｡しかも解決や変革を期待されている存在である｡

pBLによる学習は,そうした看護管理実践経験 と講義

で学ぶ諸理論とを結び付け,経験と理論の双方の理解を

深めることができる｡またpl∋Lは学び方を学ぶ方法で

もあり看護管理者の生涯を通じた自律的学習を促進する

ものと考えられる｡さらに小グループ学習によって看護

管理者に経験や課題を共有し共感しあう機会を提供し,

繰 り返されるグループワークでの発表で記述や発表能力

の学習効果も期待できるものである｡

2.本学セカンドレベル講習での PBLの目標と方法

本学講習カリキュラムでは,pBLを ｢情報テクノロ

ジー｣｢看護組織論｣｢人的資源活用論｣｢医療経済論｣

のすべての教科 目の演習の一部として位置づけ,合計

33時間 (11回)をpBLの時間とした｡

学習目標は以下の5項目とした｡

(1)個々の看護管理実践上の課題に基づき,グループで

課題を共有し学習した知識と理論を使いながら問題解決

の糸口を探る｡

(2)課題を柔軟な視点で捉え,論理的 ･倫理的に問題解

決していく能力を育成する｡

(3)メンバーとの学習活動を通して,自分の価値観や思

考 ･行動の傾向に気づき,他者の多様な価値観や考えを

理解 し,協働 していく能力を育成する｡

(4)発表,資料作成によって自己の考えを根拠に基づき

効果的に伝える能力を育成する｡

pBLの長所を活かし短所を克服 して学習効果を最大

にするために以下の方法をとった｡①受諦生が抱える生

きた事例を学習素材として使用する,(参講義との並行実
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表2 聖路加看護大学看護実践開発研究センター 認定看護管理者セカンドレベル講習カリキュラムの構造

教科目(時rq歎) 教科日のねらい 単元 単元の内容 単元時間数(含演習) PBL PBL時間Aタイ トル ねらい

什軸テクノロジー(30: EBNの推進 1.根拠に基づくff*実践の推進にリーダーシップを発揮できるO 1)効果的な情報検索と収 図書館とデータベースの使い方 6 4)什♯テクノロジー I)管

I コンピュータを用いた什軸模索と収Xの実際

2)看ずマネジメントにお 根拠に基づく看守実践 (EBP) 6
ける情報活用 文献を批判的に改む

ヘルスケアに 2.情報テクノロジーの保健医療福祉への斗 3)書廿マネジメントを支 手稚管理に資する什軸システムの構築と活用①人的繁源管理と什報活用 15講義21滴習9) ②物的資源管理と情報のシステム化 I)管 3/9手性のjf向上のための什報テクノロジー

おけるlT活用 入 .活用の現状を分析し将来を展望できる. 撲する冊軸技術 ①寺稚吉己肴､寺球基準.看ま手JEのt子化(診医療事故報告システム

医療什軸管理と地域医療連携における什軸のシステム化診断群分類別包括評価および手tE必要度

手性粗簸輪(60:臨義36 組績マネジメント 1.組推運営に関する韓理論に基づき担当部書の手許管理過程を肝価 し質向上のための方策を見出す8 l)実践的な干すマネジメント 組地運営に役立つ基礎理iiシステム理論.変化理論.役割理論.意思決定理Si 6 9)+tlbJttBS*y I)管9/24

手稚マネジメント実践事例を通して下肥を学ぶo組織の基本概念.基桝 等.専門職としての事務

2)租拙診断 組織論.組織診断の考え方.組織の分析方法と所Jt組織の評価汰,組織の経営戦略の生み出し方 6

質評価質改善 2.組織的書fIサービスの質評価 .改号の方 3)手書サービスの賞向上のための租始的リスクマネジメント 手謙サービスの実向上のための粗紙的リスクマネジメント 3

4)実践を支える絶境文化と組幾倫理 書稚マネジメントと組織文化 .組織倫理 12
手TI管理者の体験する倫理的ジレンマ.倫理的推論の方法と意思決定プロセス

5)ナレッジマネジメント 組地における知の創出.共有と事態マネジメント 6
瀬習24) の方法 法について学ぶ○ と目標管理 目模管理の概念.手性組織における目模管理の方法

6)ヘルスケアサービスの 高齢者ケアサービスと手性の組織化,NPOの租織連営.国際 6
展望と新たな書tF抱擁 協力と組織化.書tEの起♯

7)変革のための書法管理研究の推進と活用 書rt管理 .政策に影響を与える研究と研究機関.研究を用いた変革の歴史,研究協力沌故の役割 6

手謙管理研究の方法手性管理研究SB文の批判的吟味

連携 .協働の方法論 3.他稚種.他部門.他施投.地境との協働.連携の方法論について学ぶ8 8)保健 .医療 .福祉サービス提供抱擁の仕組みと書門満開協働 保健医療福祉サービス捷供粗放を規定する法律 6書門職rq連携 (lnterprofessionalWork)とケア.マネジメント

人的賛涼活用蛤 キャリア開発支捷 1.書EE聴音のキャリア開発とその支濃について概念.理始.具体的方法について学ぶo l)書職 者のキャリア輪 キャリアとは何か.手性1壮者とキャリア開発.キャリア開発支浬と書tEマネジメントキャリア.カウンセリング.組地の目標と個人の目標 6 5)人的* ･Xy

人材確保 .育成 .活用 2.粗強の理念.経営 2)人材を活かし育てる書 人的資源計画の基本的考え方と千金制度暮Xと採用適切な配置とローテーション 18

入朝の評価と有効活用 :人事考課と能力評価

廿マネジメント スペシャリストの活用

人事.労務管理に関する法.制度

(60:tA我42 目標を達成するための *稚職の労務管理 井活用tL沸Y 9/18

瀬習18) 中'L)的要素である人材の確保 .育成 .活用等.人的資源管理に必要な ワークライフバランス

3)手書継続教育と人材育成 寺等#親教育と卒後教育の体系 9
知鼓 .技術 .態度について学ぶ○ 施殻内教育プログラムの作り方.運営の方法臨地実習や研価受入れにおける間塩の解決方法と実習支境

4)手書准看の意欲のマネジメント 耽務意欲に関わる要田動機付け理論に基づくマネジメントの方法面接技法 18

ス トレスマネジメントの理島と方法タイムマネジメント

医療経済論(30: 医療と寺等の経済 1.医療経済の構造 .現状について学び.変革が進む医療システム 1)わがE)における社会保 社会保Ft.保険制度保健医療政策の現状と動向 6 4)医書漣清書.)y ～)712/12

手稚捷供システムと医療経済

PFと医療経済 生産性 .分配個人の医療サービス消共プロセス手稚市場 (マーケテイング)

2)診療奴酬 .介す盤酬制 手稚活動の経済評価 6

講義18～,IB12) について理解を深める○度における手性の評価 (幸便関連診療報肌 着tE関連介捷報酬)

3)手書サービスと経済性 幸便経済と効率性 .平等性 .公平性 6

効率的.効果的資源の管理 (物品管理と経済性.什軸管理と経済性)コス トの概念と所属部辛の経済分析 .肝佃



52 聖路加看護大学紀要 No.362010.3.

施,つまり学習すべき内容は講義で担保 LpBLでは素

材事例に基づき学習を進める,③学習ガイドを作成する,

④pBLの学習 目標の明確化 とセッションごとの自己評

価 ･リフレクションの実施,⑤有効なグループダイナミッ

クス促進のために,職位が類似したメンバーによるグルー

プ編成,(砂看護管理実践に席通したグループ担当者によ

る学習支援,(丑自己学習を考慮 した講習スケジュールの

構築,そして⑧効果的な学習環境の整備 (インターネッ

トやコピー機への自由なアクセス)0

3.PBLの進め方

1グループは5-7名で,講習を通 してメンバーを固

定する｡セッションに用いる素材事例は,メンバー全月

の事例をグループで共有 した後,主に ｢看護組織論｣

｢人的資源活用論｣｢医療経済論｣に関する課題が含まれ

るものをグループごとにそれぞれ 1事例ずつ選ぶ｡｢看

護組織論｣｢人的資源活用論｣｢医療経済論｣の順で,1

素材事例ずつ,Woodsの示すpBLの8つの課題7)を参考

に以下の手順で進める｡

(1)自己学習 :素材事例を熟読し事例の問題解決に向け

て自分の知っていることと,学習すべきことを書き出す｡

(2)セッション (学習課題抽出):①素材事例の問題を

構造的に捉える｡(∋問題解決のために学習が必要な課題

を全月で抽出する｡その際に ｢看護組織論｣の素材事例

の際には ｢看護組織論｣の視点を意識し,他の教科 目の

場合にはそれぞれの教科 目の視点を意識 して抽出する｡

③抽出された学習課題に優先順位をつけメンバーで分担

する｡

(3)次回までの自己学習 :担当した学習課題について,

文献を含む多様な情報を探索し理解を深める｡次回のセッ

ションで効果的に発表できるように準備する｡

(4)セッション1回目:メンバー全点が学習内容を発表

し共有する｡素材事例に戻 り問題が解決されるか検討す

る｡残された課題,新たな学習課題を抽出し優先順位を

つけメンバーで分担する｡

(5)次回までの自己学習 :(3)と同じ｡

(6)セッション2回目:学習内容を発表し合い共有する｡

素材事例に戻 り課題解決の方法,残された課題を整理す

る｡

pBL評価は,課題抽出と事前学習,およびグループ

セッションの2領域から行う｡後者については発表 (発

表内容,資料,発表スキルと態度)とグループ討議 (討

読-の主体的参加,グループ内での役割責任の遂行,良

好な人間関係)の観点から行う｡

4.PBLにおける学習促進者

pBLによる学習支援および促進役割を担 うグループ

担当者の準備を行った｡グループ担当者は9名の講師で

構成 し,1-3名で 1グループを一貫 して担当した｡開

講前に2回の学習会,講習中は毎回のセッション終了後

に情報共有 と相互支援の場を持った｡また,講習終了後

に評価会を行った｡

Ⅴ.pBLの実施過程

1.受講生の概要

受証者数 29名,平均年齢 44.6歳 (36歳～55歳)｡最

終学歴は専修学校 17名,大学 5名,短大 3名,大学院2

名で,職位は看護師長職 16名,主任職 8名,割着護部

長職 3名,その他 (医療安全管理者など)2名,所属は

在宅医療関係 1名を除きすべて病院であった｡

2.PBL学習の進行状況

第 1回目のPIiLの理論 と学習の進め方についての講

義後,5グループに分かれて学習を進め,最終の 11回

目に全体発表と討論を行った｡全 12回行われたグルー

プ担当者 ミーティング記録の分析結果は以下の通りであ

る｡

選択された素材事例は,｢看護組織論｣では,病棟内

の2つの看護チーム間で生 じる実践能力の差の問題や医

療安全管理担当者としての役割責任の問題が含まれる事

例,｢人的資源活用論｣では,中堅スタッフの離職やモ

ティベーション低下,中途採用者の受け入れに伴う戸惑

いなどを含む事例,そして ｢医療経済論｣では,7:1

看護体制を確保するための看護師確保対策,産科病棟の

収益向上と助産師活用策などを含む事例であった｡

初期にはほとんどの受講生が pBL-の戸惑いを示 し

たが,グループ担当者の説明や助言を待ながらセッショ

ンを繰 り返 し,4- 5回目が終了するころには,｢学習

方法がわかった｣｢PBLで学習する意味が理解できた｣

という発言が聞かれるようになった｡またこの頃から理

解不十分ながらもNadlerらの組織行動の整合性モデル

など講義で学習した理論,概念,あるいはモデルが発表

や意見交換,問題分析の枠組みに用いられるようになっ

た｡8-9回目の ｢医療経済論｣のセッションでは,香

籍 ･雑誌に加え,各種報告書,財務諸表,関係者へのイ

ンタビューからも情報収集 し発表するなど工夫を凝らし

た学習方法が用いられた｡資料作成スキルにおいても,

資料化する内容の選別,情報と私見の区別,文献･資料

記載方法などの点で格段の向上が見られた｡

しかしすべてのグループにおいて,回が進むにつれて

改善してきたものの,問題の構造的把握,個々の発表と

素材事例との関連付け,および論理的な解決方法の導出

についての困難さが見られた｡そのために,焦点を定め

た効果的なセッション運営が難 しく十分検討ができない

まま終了時間を迎えるグループもあった｡グループ担当
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者は議論内容を整理し,話し合いの方向性を問いかけ,

あるいは方向性を示すなどの支援を行った｡対人関係に

おいては,どのグループもセッションを重ねるごとに支

持的支援的な相互作用が深まった｡

4.受講生の評価

自記式無記名4段階リカート方式の質問紙を用いて受

講生からの評価を得た｡

講習全体に対して,全員が ｢満足｣あるいは ｢やや満

足｣,28名 (96.5%)が ｢有意義｣か ｢やや有意義｣,そ

して28名 (96.6%)が今後の看護実践に ｢活かせる｣

あるいは ｢やや活かせる｣と答えた｡また講義やディス

カッションのレベルは ｢難しい｣あるいは ｢やや難しい｣

が20名 (68.9%)であった｡pBLについては,全点が

｢有意義｣あるいは ｢やや有意義｣で,学習方法として

｢適切｣｢どちらかといえば適切｣は,28名 (96.5%)で

あった｡

pBLを通して自分の論理的思考力が向上 したと思う

か否かには,26名 (89.6%)が ｢思う｣あるいは ｢やや

思う｣,対人関係能力と記述能力については,それぞれ

23名 (79.3%)が ｢思う｣あるいは ｢やや思う｣と答え

た｡発表能力については向上したと ｢思う｣か ｢やや思

う｣が15名 (51.7%)で,｢あまり思わない｣か ｢思わ

ない｣が 14名 (48.2%)であった｡グループ担当者の

関りは,27名 (93.1%)が ｢適切｣あるいは ｢どちらか

といえば適切｣と答えた｡

自由記述には,｢これまでの学習方法と比べ,より動

機付けられた｣｢回を重ねるうちにスキルアップしたと

感じた｣｢講義とpBLの進行が連動しており,学んだ理

論の理解が深められ,事例理解のためにも活用できた｣
｢自分の部署でも活用したい｣など肯定的意見とともに,

｢毎週の課題が辛かった｣ という意見もあった｡また

｢セッションの時間が短い｣｢自己学習の時間確保｣｢多

様なメンバーとのセッションを希望｣の意見があった｡

Ⅵ.今後の課鹿

受講生の講習とpBLに対する評価は高く,自身の能

力向上を概ね認識しており,グループ担当者も受講生の

反応から能力の向上を認識していた｡しかしながら,問

題の構造的把握,理論と事例の関連付け,テーマに沿っ

たセッション運営,発表での困難が示された｡素材事例

は受講生が問題の構造がつかめない故に困難を感じて捷

出したものと考えられ,構造をつかむためには看護管理

理論やモデルなどの枠組みの適用を試みながら,多角的

な視点から状況を吟味することが必要になる｡そのため

には講義とセッションの進度の関係,自己学習を含めた

検討に使える時間,グループ担当者の教授技術など概念

化や状況を僻撤する力の学習を支援するための方法論の

検討が今後の課題として明らかになった｡

Ⅶ.結論

本稿は,本学で2009年度に実施した認定看護管理者

セカンドレベル講習について,pIlLを取 り入れたカリ

キュラム開発とpBLの実践過程及び今後の課題につい

て報告した｡

カリキュラム開発では受講生自身が看護管理者に必要

な能力を開発していくこと,看護管理実践現場の問題に

基づく学習者主導の学習方法を用いることを重視した｡

そのため方法論としてpBLを採用し中心軸に据えたカ

リキュラムを開発した｡

29名の受講生が,延べ9週間の講習に参加し,5つの

小グループに分かれ合計 11回のPIiLを行った｡pBLで

は受講生の抱える看護管理事例を用いた｡

受講生のほとんどが講習に満足を示 し,pBLについ

ても有意義で学習方法として適切とし,自身の論理的思

考力,対人関係能力,記述能力が向上したと答えた｡グ

ループ担当者のミーティング記録からは,問題の構造化,

理論と事例の関連付け,効果的なセッション運営,及び

発表に困難が示された｡概念化能力,状況を伸轍する能

力の学習支援方法の検討が今後の課題である｡
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